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令和4年9月市議会建設水道委員会資料

第95号議案令和4年度長崎市一般会計補正予算(.第6号)
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1 水道事業会計繰出金について
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書

(1)概要

令和4年度から令和7年度まで、地球温暖化対策計画(令和3年10月22日閣

議決定)を踏まえ、公営企業の脱炭素化の取組に対する経費にっいて、一般会計

からの繰出しの対象となり、その繰出しに対しては、一般会計の歳入において普
通交付税で措置される二ととなった。

これを受け、当初予算に計上していた浄水場の照明設備をLED器具に更新す

る事業にっいて、一般会計繰出金を増額する補正予算を計上しようとするもの。

(2)繰出金(出資金)の増:4,000 千円

令和4年度当初予算における浄水場の照明設備のLED化に伴う事業(8,000
千円)のV2について、出資金を増額するもの。

(3)令和4年度の脱炭素化の取組

ア対象施設

手熊浄水場

イ事業費

8,000 千円

ウ事業の概要

管理棟の中央監視室、事務室、水質試験室及ぴ会議室に設置している照明設備(蛍
光灯) 82台をLED器具に更新する。

工事業の実施による効果

・電力の削減効果

・電気料金等縮減効果

・二酸化炭素排出量の削減効果

目
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水道事業会計繰出金

業 名 補正額

千円

4,000

-1-

△19,459 kvv h/年

△710千円/年

△7.1 t/年



(4)財源内訳(公営企業の脱炭素化の取組に係る部分のみ)

区

当初予算額

補正額

計

※地方:

分

4,000

4,000

一般会計出資充当率 V2

(公営企業の脱炭素化の取組に要する経費のV2)

金

金) 国庫支出金

【参考1】脱炭素化の取組に対する地方財政措置について

公営企業の脱炭素化の取組に要する経費の財源内訳

公営企業の脱炭素化の取組に要する経費

会計出'債※

自己資金(公企の脱化の取組

に要する経のV2)

※一般会計出資充当率ν2(交付税措置率30%~50%)

財

地方

源

(※)

181

54

63

1 17

内訳

その他

4,000

4,000

639

(単位:千円)

【参考2】年次計画

R4年度施設名

82手熊浄水場

東長崎浄水場

小ケ倉浄水場

本河内浄水場

三重浄水場

82台数計

※令和5年度以降は予定台数

一般財源

639

怖年度 R6年度

259

R7年度

259

181

(単位:台)

合計

出
資

繰
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2 水道事業会計繰出金内訳表

項目 内訳

補

企

内

助

国補助対象
(簡勗水道再編推進事業分)

利息

容

金

易水道楽
(旧町地区分)

児童手当

水道施設統合整備案に係る利子償還金の1 2

児童手当法にづく児童手当
の給付に要する経の一郁
(支給対象職数:51人)

未給水地区
無水源簡易
水道業

簡易水道業に係る利子'金の1 2ほか

出

03歳未満は、支給額15,000円のうち8.000円
(フ,000冉は主負担)

03歳以上は、支給額全額
・3歳~小学校卒業まで

(第1,2子) 10,000円、(第3子以上) 15,000円
・中学生(一律) 10,000円

国庫補助対叡事(飛地区域
簡易水道・給水区域内無水源
地域簡易水)

幹水道
構造物の

化業

補正前の額補正額

補助金計

浄水・配水池等の
基幹水道造物の
震化案

水道管路の
耐化桑

位:干円)

計

公営企の
脱炭素化事業

国補助対叡事

水道路の

金

公営企の脱炭素化業

化事業

対愈事業の1 4

の1 3

企業債償還金

9,011

国庫補助対象車
(簡易水道再

対魚事

27,卵4

の1

簡易水道事棄(旧町地区分)

対訳事

4

9,011

業分)

の1

水道施設統含整事
に係る元金償'金の
1 /2

27,634

2

簡勗水道に係る
元金'金の1 2恢か

84,600

出資金計②

100,600

合計(d)H②)

100,印0

4.000

53,848

4.000

53,8朝

323,934

72.586

351,5舶

4,000 327.934

4.000 355,568


